
僕らは一番美しい瞬間にこの世を去るべきだと思わないか?
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愛すること、死ぬことについて、

こんなにも性急に、一途に、考えていた日;々が

自分にもあったような気がする。

松永美穂、(罰隙湖続審j・早稲田大

なぜ彼女は愛されて、私は愛されないのか一一

青春の永遠の問いが、ここにある。

線が痛い二そして切ない。

一点本木あまり I歌人)

胸に刺さる練の痛みは縫れあい、ちぎれゆく…。

底知れぬ青春の沼に浮かんゼいる若者は、

とてつもなく危うく美しい。

森山開次(ダンサー)

なにげないシーンの時間旅行が超新鮮!

「ノ、っと」胸に突き刺さるような激しい青春恋愛図が、

rホっと」するような 1927年を再現した美しい映像にのる妙!

サエキけんぞう(ミュージシャン) (順不同・敬称略)

生きることに意味を見出そうとしすぎると苦しくなる。

若さゆえの陶酔と挫折が痛いほど伝わってくる。

里中満智子(漫画家)

不安と陶酔の交錯する 20年代のベルリン、

人生と愛の意味を模索する若者の精神に深く踏みこんだ、

思索的で官能的な作品。

瀬川裕司(ドイツ文学者・明治大学教授)

1927年、ベルリン。初めての恋、湖畔の別荘、ダンスと音楽、アブサンの陶酔一一一。

若さのすべてがここにあった。

詩を愛する内向的なパウル・クランツと上流階級出身のギュンター・シエラーは、

寄宿学訟の最上級生。育った環境の違う2人は、ある「取り決めJ'こより結束する。

それは“歓喜に満ちた偉大な瞬間"“大いなる愛"を求めること、そして“愛を感じ

なくなった瞬間"にこの世を去ること・・・・。

6月 28日の早朝、 19歳の学生ギュンター・シエラーが見習いシェフのハンス・ステ

ファン (19)を射殺、続いて自らも頭に銃弾を打ち込んで死亡した。現場にはシエ

ラーの友人パウル・クランツ(18)とシエラーの妹ヒルテ:(16)、その友人のエリ (16)

が居合わせた試射殺現場を目撃したのはパウル・クランツだけだった一一。

政治的に不安定ながらも芸術の面では「黄金の20年代jと呼ばれたワイマール

時代のベルリンを忠実に美しく映画化したのは『グッバイ、レーニン!jの製作チー

ム。青年の繊細な感情の渦をデリケートに演じるのはドイツを代表する若手俳4

ダニエル・ブリュールと、ヘルムート・バーガーの再来との呼び声高い実力派アウ

グスト・テ2イール。『わが青春のマリアンヌ j rモーリス j r眺めのいい部屋j に次

ぐ、究極の愛のデカダンスがまたひとつ誕生した。

若さとは

ワインを飲まずして酔っている状態なのだ

ーゲーテ「ファウスト」より

どんなに愛されても、愛せなければ孤独。

届かない愛を抱く者は、倣慢であり幸福でもある。

rf小椋冬美(漫画家)

神的な美学とLてドイツ的デカダンスは、

なぜこんなに魅力的なのでしょう!

フランソワーズ・モレシャン(ファッション・エッセイスト)
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20 年代的な美しさで描かれた映像の魅力。

誰の心にも刻まれた「青春の想い出の練」が胸を刺す。

r1 大内順子(ファッションジャーナリスト)


